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１．回答数と回答率 

生徒の回答数 225(回答率 78.1％)、保護者の回答数 143(回答率 49.7％)であった。 

２．アンケート集計における傾向 

昨年度のアンケート集計との比較をすると、生徒における全学年で肯定的回答のポイントが５ポイン

ト以上の増加項目数が 20 項目中 19（△18）あり、肯定的回答率が 60％以上のものが全学年で 15（△

11）であった。また、保護者の肯定的回答の全学年で 23（△11）あり、肯定的回答率が 70％以上のも

のが全学年で 21（△20）であった。 

３．学校生活全般(生徒指導含む) ― 生徒 1、2、13 保護者 10、11、12 

生徒の肯定的回答が「1 学校に行くのが楽しい」74.7％(△14.9) 、「2 学校は生徒の意見をよく聞いて

くれる」78.2％(△34.0)、「13 学校生活についての先生の指導には納得できる」が 72.0％(△26.9)とかな

り上昇していることは喜ばしいことである。また、保護者おいても「10 生徒指導面で、学校は家庭連絡

や意思疎通を積極的にきめ細かく行っている」74.8％(△23.5)、「11 学校の生徒指導の方針に共感できる」

75.5％(△23.8) 「12 子供は学校に行くのを楽しみにしている」71.4％(△4.2)と上昇している。 

４． 授業について ― 生徒 3～5、16 保護者 7、8 

生徒の肯定的回答が「3 授業はわかりやすく楽しい」が 69.3％(△23.6)「５学習の評価は、テストの

得点と、提出物、授業の態度、出席状況など生徒の努力や授業に取組む姿勢を含めて行われている」が

88.5％(△22.6)、「16 複数の先生が入った授業や少人数展開の授業はわかりやすい」84.9(△23.8)と急上

昇しておりうれしい限りである。また、保護者の「７子供は授業がわかりやすく楽しいといっている」

が 70.0％(△21.0)、「８テストの得点だけでなく、いろいろな面から学習の評価を行っている」が 85.3％

（△15.4）と同じく上昇している。 

しかし、依然として生徒の「４家庭で宿題、復習、予習など学校の勉強をしている」は 38.2％(△11.0)

とまだまだ低い数値であり、学習面での達成感や学習意欲向上への取組みによる変容まで到っていない

現状があるので、教員は成果が反映され実現できるようにあきらめずに日々努力しなければならない。 

５．学校の基本姿勢 ― 保護者１～４ 

  「１学校は教育方針をわかりやすく伝えている」の肯定的回答率は 82.5％(△20.8)、「２学校は教育情

報について、提供の努力をしている」79.7％(△14.1)、「３学校は保護者の願いにこたえている」74.8％

(△16.5) 「４学校は保護者の相談に適切に応じてくれる」は 87.4％(△20.6)であり、この４項目は全て

上昇している。 

肯定的回答とは回答１（そう思う）・２（ややそう思う）の合計の数値（％）で、否定的回答とは

回答３（あまり思わない）・回答４（思わない）の合計の数値（％）である。また、△は前年度と比

べ増えている場合、▼は減っている場合であり、数値はそのポイント差を表す。 



６．学校行事などについて ― 生徒 9、18 保護者 14、23、24 

  学校行事に関する項目（生徒９、保護者 14、24）、PTA 活動の項目（保護者 23）や地域連携関係（生

徒 18）に関してはコロナ禍の影響で例年になく中止や制限付き実施に至っているため分析するには困難

であると判断した。 

７．生徒会活動と部活動について  ―  生徒 10～12、保護者 15～17 

生徒の「10 生徒会活動に関心を持って積極的に参加している」の肯定的回答率が 44.0％(△12.1)、「11

学校は部活動が活発になるよう、積極的に取組んでいる」40.5％(△6.1)、「12 自分としては、部活動に

積極的にでいる(取組んだ)」41.4％(△1.3)、と生徒会活動や部活動を行っていない生徒の意識は非常に

低い現状がある。保護者の「15 生徒会活動は活発である」60.9％（△25.4）、「16 部活動は活発である」

46.2％(△10.6)や「17 子供は部活動に積極的に取組んでいる(取組んでいた)」32.2％(▼8.4)などすべて

の項目において低い。現状として生徒数の減少やコロナ禍が大きく影響していると思われる。 

８．人権尊重などの教育について ― 生徒 14、15、17 保護者 18～22 

  生徒の肯定的回答率が「14 学校や社会のルールについて学ぶ機会がある」84.9(△26.8)、「15命の大

切さや人権について学ぶ機会がある」90.2％（△19.1）と５年連続増加している。また、保護者の「18

学校は自分の生き方を考え、豊かな心を持った生徒を育てようとしている」72.0％(△22.6)、「19 学校は、

子どもに生命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとしている」81.8％(△24.7)、「20

学校は子どもに人権を尊重する意識を育てようとしている」78.3％(△24.7)、「21 先生はすべての教育活

動において、生徒の人権を尊重する姿勢で指導している」81.1％(△29.8）とかなり上昇しており日頃の

人権教育の一定の成果と考える。 

プライバシーに関することにおいても生徒の「17成績などの内容についてプライバシーが守られてい

る」94.7％(△29.9）、保護者の「22 学校では子どもに関する個人情報が守られている」88.1％(△22.1)

とあり、一定の成果が見られる。 

９．その他（いじめ関連含む） － 生徒 19、20 保護者 27、28 

  ・いじめ関連における項目では、生徒の「20先生はいじめについて私たちが困っていることがあれば

真剣に対応してくれる」81.3％(△36.4)、保護者の「28 学校はいじめについて子どもが困っているこ

とがあれば真剣に対応してくれる」70.0％(△26.0)とかなり上昇した。 

・施設設備に関する項目において、生徒 19・保護者 27 と共に「学校の教室など施設・設備はよく整

備されている」の肯定的回答率が各 66.3％(△27.6)、65.7％(△20.1)とやや改善されたがまだまだ低く、

府教育委員会に要望を続けるとともに、大阪府高等学校 PTA 連合会への要望や、「大阪府立島本高等

学校を支援する会」に援助を要請しながら改善に努めなければならない。 


